
ICT の具体的な活用事例集

１．動画の撮影（自分の動きをチェック）

【陸上競技】

①短距離のスタート（スタート直後の前傾姿勢のポイントを確認）

②幅跳び・高跳びの踏切→空中姿勢→着地（空中動作等を確認）

③幅跳びの踏切板の使い方（踏切板周辺を撮影して、助走距離を各自修正する）※１

④記録会でのゴール判定（微妙な判定時に活用、決勝審判として活用）※２

⑤バトンパス（次走者のスタートのタイミングを確認）

【球技】

①バレーのオーバー・アンダー・サーブ・スパイク動作（自分の動作を確認）※３

②バスケットのコート内の動き（フォーメーションの確認や作戦立て）

【器械運動】

①マット、跳び箱等の各技の動き

【柔道】

①各技の動き（投げ技、寝技、受け身等）※４

２．写真の撮影（記録に残す→デジタル教科書に保存→次年度に活用）

【陸上競技】

①スターティングブロックの位置確認（毎回、左右の足の幅が一定とし、そこから微修正を行う）※５

②幅跳びの助走位置ピンを撮影（毎回、助走の位置が一定とし、そこから微調整を行う）※６

３．デジタル教科書（大修館書店）

【陸上競技】

①スタブロや助走位置を写真で撮影→ピンで保存（スタブロの左右の位置・幅跳びの助走位置）

【球技＆器械運動＆柔道】

①各技を動画で撮影→ピンで保存（１年次と２年次で比較や成長を確認）※７

②各技のコマ動作や動画を確認

③ルールや審判の合図を確認

④模範動画の確認

４．メモ機能

【球技】

①リーグ＆トーナメント表を掲示（勝ち上がりを記入）※ホワイトボードは消さないでＴＶに映す※８

②ルールを掲示 ※８

③本時の流れを掲示



５．テスト動画投稿

【球技＆器械運動】

①バレーのオーバー＆アンダーパスの様子を撮影して、提出（成績をつけるのに活用）※９

②器械運動の連続技の様子を撮影して、提出

６．チーム分け（アプリ）

【球技】

①チームを決める時に使用（ランダムな場合もあれば、意図的な場合もあり）

７．ウゴトル（アプリ） ※１０

【球技＆器械運動】

①遅延再生（A君が前転し終わったら、自分の動作を確認。１５秒遅れで再生される）

②お手本ミラー（手本となる動きに合わせて練習 ※ダンスなど）

③スロー再生（A君の動きをスローで再生して、良い点や改善点、ポイント等を見つける）

④比較再生（A君と見本 ／ A君と昔のA君 ／ A君とB君） ※並べて比較・重ねて比較

８．学習ノート（Google ドキュメントで課題として提出）

【器械運動】

①毎時間の「課題」「まとめ」「ふり返り」等を記入

９．Jamboard（ホワイトボードとして使用） ※１１

【器械運動】

①各技のポイントを見つけてみんなで共有する（付箋を貼って全体で交流）

⚫課題

・まだまだ使い方に慣れていないので、作業（ICT操作）に時間はかかる。１年生から当たり前のように使

用していくことで、作業時間は短縮されるだろう。今でさえ、使い始めなのに生徒たちの吸収力（操作を覚

えて活用する力）は非常に高い。

・運動量の確保（どうしても、ＩＣＴを使用すると運動量が少なくなってしまう）



１．【陸上競技】③ ※１

１．【陸上競技】④ ※２

１．【球技】① ※３ 【柔道】① ※４

２．① ※５ ／ ② ※６



３．【球技＆器械運動＆柔道】 ※７

４．①② ※８

５．① ※９



７． ※１０



９． ※１１


